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文部科学省が職業能力開発大学校・短期大学校と大学の単位互換について認める流れにある。その一方で、大学との

同質性を強めると、職業訓練機関としての特性が失われることが懸念されている。本論文では職業訓練の特徴を生か

しながら、四国職業能力開発大学校から平成 12 年～平成 22 年に職業能力開発総合大学校や他大学へ編入・進学した

15 名（編入 7 名、研究課程への進学 1 名、一般大学への進学 7 名）を事例に、「職業訓練の世界」と「アカデミックな

世界」の接続から見えてきた「職業能力開発総合大学校の役割」と「高度職業訓練の社会的意義」を考察する。ここで

は、ミクロ的視点からの考察として「職業能力開発総合大学校の役割」は「アカデミックな世界」へ接続する中継地点

としての役割があること、また「高度職業訓練の社会的意義」は、技能・技術の力を伝授する複線型の教育訓練制度に

あることを述べる。
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1. はじめに

現場で起こった出来事や体験がどのような意味をもっ

ているかを分析し、理解していくエスノグラフィーとい

う調査研究がある。その中に、個人的体験を描くオート

エスノグラフィーがある。オートエスノグラフィーは、

客観性を前提とする実証主義的学術研究では扱わない、

文脈・背景・心情・リアリティを研究対象とするため、

研究的価値が受け入れられにくい側面を持っている。し

かしながら、牛田は自由教育学校の目指す「より良い教

育とは何を以て「良い」と言うのか」に答えるために、

オートエスノグラフィーの有効性を示唆している(1)。ま

た、「質的研究ハンドブック（全 3 巻）」(2006)の第 3 巻に

は、キャロリン・エリスによって「オートエスノグラフ

ィー」が取り上げられており、その有用性が認められつ

つある(2)。

本論文は、四国職業能力開発大学校（以下、四国能開

大という）が短期大学校から大学校へと昇格を経て、「職

業訓練の世界」が「アカデミックな世界」と交わろうと

する平成 12 年～平成 22 年の変革期の職業訓練の現場で

起こった出来事を描いたオートエスノグラフィーである

（四国職業能力開発大学校勤務：藤田（1997 年～2010
年）、高山（1996 年～2010 年））。本論文の目的は、マク

ロな法的根拠がある職業訓練をミクロレベルで考察する

ことにある。職業訓練のマクロな法的根拠は、職業能力

開発促進法第一条に「職業の安定」と「労働者の地位の

向上」を行い、経済及び社会の発展に寄与することにあ

ると記されている。しかしながら、ミクロレベルの考察

による先行研究においては、職業訓練を学校教育より一

段低い教育訓練(3)から学校教育を含めた広義の教育訓練

(4)(5)と捉えるものまで多様な捉え方が存在している。本

論文では、高度職業訓練に対象領域を絞り、「職業能力開

発総合大学校の役割」と「高度職業訓練の社会的意義」

をミクロ的視点から考察する。ここでは、高度職業訓練

を、技能・技術の力を伝授し、自信を持たせ、ヤル気を

起こし、自ら積極的に考えて行動する人材（飛行機人間
（6））に育てる場と捉える。 
本論文では、ミクロ的視点からの考察として「職業能

力開発総合大学校の役割」は「アカデミックな世界」へ

接続する中継地点としての役割があること、また「高度

職業訓練の社会的意義」は技能・技術の力を伝授する複

線型の教育訓練制度にあることを述べる。

 
2. 職業訓練の世界

本章では、職業訓練の教育的特徴は、「対象者の学習歴」

と「1 クラスの小人数制」から生まれていることを述べ

る。人はそれぞれ多様な能力を持った存在であり、技能・

技術力は高校・大学入試選別でよく用いられる学力偏差

値だけでは測定できない。職業訓練の対象者は様々な学

習歴の持ち主であり、偏差値で選別した対象者だけでは

ない。このため小人数教育が必要となることを述べる。
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2.1. 職業訓練とは

日本は、学力偏差値で高校や大学をふるいにかける教

育システムで動いている。つまり同じ偏差値の集団を作

って、その集団に合った教育を行ったほうが効率的であ

るからである。また個人の努力如何によっては、より上

の集団で教育を受ける機会が与えられる平等な教育シス

テムであった。しかし偏差値が教育機関の格付けや人間

の偏見として歪んで使われてしまった結果、格差社会を

作る一つの要因となってしまった（7）。親の経済力の下、

幼い頃から英才教育を受けた子供と教育を受けていない

子供とでは、小学校に入学する段階で、相当な学力差が

生じている。ここが一つの格差の始まりであろう。これ

は先進国における共通の問題となっている。米国元国務

長官のコリン・パウエル氏は、TED の講演（８）で次のよ

うな言葉でアメリカの現状を説明している。『小学生一年

でわくわくしながら入学して、他人と違うことに気がつ

く。友達は本を読んでもらっている。字も知っている。

三年生になる頃には、「規律」や「心配り」を知らない子

供たちは、自分が落ちこぼれだと気づき始める。そうす

ると何が起こるかというと子供たちの態度が悪くなり、

少年院に入ったり、退学していきます。』このように様々

な人生のスタートのつまずきが長い人生を大きく左右す

る事例は現実社会で多く見ることができる。そしてこの

負の連鎖は次の世代へと引き継がれていく。負の連鎖を

立ち切る取り組みとして、厚生労働省は、地域コミュニ

ティによる支えと職業訓練制度の両面からのアプローチ

に注目している(9)。

次に職業訓練において偏差値はあまり重要な要因でな

いことを説明する。ノバート・ウィナー『サイバネティ

クス‐動物と機械における通信と制御‐』（10）の共同社会

における「相互通信のもつ複雑さや内容」について考察

されている通り、社会の統合は複雑な言語、文学、その

他いろいろなものを包含している。しかしながら、知的

未開人との相互意思疎通を例にあげて説明されているよ

うに情報伝達は「送った者と受けた者の神経機構全体（サ

イバネティックスより）」で決まる。つまりお互いの意識

に興味をもてば「二人の間に共通の身振りの意味につい

て取り決めをしないまでも」非常に多くのことを知るこ

とが出来る。職業訓練の教育訓練手法もこの「送った者

と受けた者の神経機構全体」をうまく利用しているので、

お互いに関心を持てば情報伝達に学力偏差値の差は障害

とならない。従って、職業訓練の指導においては興味を

持たせることが大切となる。

図 1 に能力と潜在能力の関係を示す。ノバート・ウィ

ナーが述べているように、動物も機械も外界からの刺激

に対するフィードバック制御と同じであり、この制御系

がいかに最適化されているかが系の安定性として重要と

なっている。この最適化においてはその後、制御系の安

定判別法や人工知能としてのニューラル・ネットなど各

種の機械学習法が提案されている（11）。例えば人間の社会

活動も『社会』と『家庭』から脳が刺激を受け、脳は学

習しその処理能力が潜在能力範囲内であれば、フィード

バック系は多様な社会的刺激に対して安定的に動作する

ように多用な能力を持つように顕在化し大きいものにな

っていく。しかし潜在能力と能力の関係は社会性の一面

に留まるものではない。職業訓練指導員をしていれば、

人の能力とは多様なものであると感じる場面は多い。こ

れはその人の様々な脳の学習歴の結果であり、最終的に

個々の得意・不得意として個性の一面を形成する。この

ような多様な学習歴を持つ者を対象とした職業訓練にお

いて、ある一面だけを評価する偏差値はあまり重要なこ

とではない。

次に、学力格差をコミュニティ全体で支えている東京

都小平市にある第十三小学校を紹介する。第十三小学校

では、14 年前に学級崩壊を経験して、それ以降、習得度

別で 3 クラスに分けた授業が行われている。現在、6 年

生の算数の特別クラスには 12 人の生徒がおり、4~6 人の

先生（先生１人、地域からのボランティア 3~5 人）がつ

いて指導が行われている。このような特別クラスに地域

からボランティアとして参加する先生には、生徒を一人

前にしなければならないという強い使命感が存在する。

ここでは、一人ひとりの生徒と向き合った指導が行われ

ている。例えば、授業中に歌を歌う生徒に対しては、「歌

上手いね！休み時間じっくり聞かせてよ！」など、やさ

しい語りかけが行われる。ベテランのボランティアの先

生によれば、「ご覧の通り姿勢が悪く寝ているように見え

る子もいるが授業中に歩く子がいなくなってだいぶ良く

なった」と言われる。特別クラスの生徒の共通点は、姿

勢が悪い点にあるが、なかなか姿勢の改善まではできな

いのが実情である。

このような子供たちは、近い将来に職業訓練と関係す

ることが多い。特に就業を目的とした場合は、社会性を

育むために明文化されていない社会規律（不文律）を守

らせることが大変重要である。そのため指導員は、言葉

づかいや訓練に取り組む姿勢など規律に対して敏感でな

ければならない。実習場の整理整頓や椅子に座る姿勢な
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ど徹底した生活指導がまず必要である。次に指導員は、

訓練生に対して手本を見せて、教えすぎず、自ら考えさ

せて、困っていればフォローをする。これが職業訓練の

基本である。

具体的には現場の職業訓練指導員は次に示す一般的な

法則に沿った指導を行っている（12）。

①印象強度の法則：最初の印象が重要な作用をする。従

って指導員が行う手本は正確で、明瞭でなければならな

い。

②練習の法則：作業について練習回数が多ければ多いほ

ど技術・技能の習得が確実となる。

③直近の法則：手本を見せたあと、訓練生に実習させる

ことが早ければ早いほど訓練生はやりやすい。

④最初経験の法則：最初に行う訓練生の実習は正しいも

のでなければならない。最初に間違ったことを覚えると

あとまで習得が悪く、悪いやり方はなかなか改まらない。

⑤影響の法則：訓練生が容易に取得できたと感じたとき、

次の習得に入ろうとする意欲が生まれる。複雑な作業は、

一回で教えるよりは、いくつかの指導単位に分割して教

えるのが良い。これが職業訓練の世界である。

2.2. 職業能力開発大学校の実際

図 2 に職業能力開発大学校の社会的な位置づけを示す。

職業訓練は、狭義では雇用対策、広義では憲法の規定に

基づいて国家が国民の勤労を保障するため、技能・技術

の力を伝授し、教育格差、学習歴格差、所得格差を是正

する役割がある。現在、職業訓練は、高度職業訓練と普

通職業訓練の二つがある。普通職業訓練とは、離転職者

を対象にした短期で技能・技術を学ぶものである。一方、

高度職業訓練とは、二年ないしは四年間の長期の訓練を

高校卒業者に対して実施するものである。職業能力開発

大学校は、高度職業訓練であり、生産現場の第一線で活

躍できる実践技術者の育成を行っている。四国能開大が

掲げる教育理念は、「実学融合・創造へ」である。ここで

は、昔のような感性に頼った感覚的な手わざだけでなく、

新しい技術や技法を使ったものづくりの教育訓練が行わ

れている。またグループで一つの課題を作成することで

協調性を養ったり、異なった専門性の混成チームによる

問題解決型の課題実習も行われている。

職業能力開発大学校に入学する学生は多様性に富んで

いる。普通高校や工業高校、商業高校の出身者の他、大

学を中退して入学してきた学生もいれば、元ニートやフ

リーターなど様々な経歴を経て入学してくる。このよう

に学力偏差値で同じレベルの学生の中で実施される一般

工科系大学の教育とは大きく異なっている。

先に述べたように技能・技術力は、学力偏差値とあま

り相関はない。従って技能・技術の習得には、これまで

の知識は一度リセットされ、新しいスタートの始まりと

なる。もちろん、工業高校出身者は高校時代に学んだ分

だけ有利ではあるが、ものづくりに対してのセンスがな

ければ有利なのは最初だけである。そして最終的に職業

能力開発大学校の上位一割程度は普通科・職業科に関係

なく技能・技術に対してセンスのある訓練生となる。（残

念ながら下位一割程度は興味が持てなく辞めたり留年し

たりする者もいる）。ほとんどの訓練生は、ものづくりに

対する取り組み次第で十分にトップになれる能力を持っ

ている。一方、職業能力開発総合大学校（以下、職業大

という）は、職業能力開発促進法第 27 条に①指導員の養

成、②指導員の研修、③職業能力開発に関する調査・研

究の三機能が規定されている。職業大は、職業訓練の研

究施設という位置づけであり、職業能力開発大学校から

の三年次からの編入、研究課程の受け入れを行っていた。

（平成 27 年度現在：「編入制度」と「研究課程」は廃止）

教育格差 学習歴格差 所得格差 

高度な「技能・技術」の習得 

学術の教授・研究 

一般工科系大学院 
職業能力開発総合大学校 

・校長 
・訓練指導員 
（民間研究職出身者、学位取得者 ） 

図 職業能力開発大学校の社会的な位置づけ
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3. 「職業訓練の世界」と「アカデミック
な世界」の接続

「職業訓練の世界」と「アカデミックな世界」の接続

は、学力偏差値が教育機関の格付けや人間の偏見として

歪んで使われてしまっていることへの一つの解決策であ

る。本章では、放課後に実施された二つの特別コースを

紹介する。

3.1. 進学のために実施された二つの特別コース

四国能開大は、校長として企業経験のある工科系大学

教授経験者が慣例的に就任している。また民間の開発部

門や研究部門の出身者や学位取得者など、筆者らにとっ

て、尊敬する上司も多く、活気のある大学校であった。

「四国能開大」と「一般工科系大学」の二つの教育シス

テムの目標は、創造性のある技術者を育成する点で一致

している。しかしながら、「一般工科系大学」と異なり「四

国能開大」から大手企業への就職は難しいのが実情であ

った。

2000 年度に応用課程が設置され秋から応用課程一年

生が就職活動を行うあたりから大卒として受験を認めな

い企業の問題が顕在化したのである。そのため訓練生の

中には、ほどほどの努力をして、地元の中小企業に勤め

られれば良いという考えを持つ者が多くいた。先に述べ

たように四国能開大の上位一割は技能・技術のセンスを

持った訓練生であるので、就職先もそれなりの企業に就

業できる能力を備えている。このままでは技能・技術の

センスを持った訓練生であっても、高い目標を持つこと

が難しい。そのため校長を筆頭に指導員が受験を認めな

い企業を訪問し大学校の説明・説得活動が行われた。こ

の問題の抜本的な対策としては大学評価・学位授与機構

による学士認定をめざすことであるが、認定に係る工数

や人員体制の整備、そして工科系大学との独自性を損な

う恐れもあることから「大学校から大学院へも進学でき

ます」というわかりやすいメッセージを発信することで

大卒と同等との認知度を世に浸透させることにした。ま

た、大学院重点化による学生定員の増加、さらに「飛び

級」認定による大学院受験資格の緩和など大学校の訓練

生でも受験できる環境が整ったことも大きい。そのよう

な中、校長主導のもと、大学院への進学を希望する訓練

生に対して、二つのコースが実施された。

図 3 に四国職業能力開発大学校における進路の全体像

放課後に二つのコースが選択できる。一つは、大学院受

験対策コースである。このコースは従来の職業能力開発

総合大学校の編入受験対策コースを発展させたもので、

受験する大学院の過去問題を収集し問題を解くクラスで

ある。もう一つは、学会発表コースである。このコース

は、専門課程の総合制作と応用課程の開発課題をリンク

させることで長期間の課題を取り組ませる時間を確保し、

その間に関連学会での発表を行わせる。この発表実績や

開発実績を評価する大学院を受験するコースである。こ

れまで大学院受験対策コースからは 12 名、学会発表コー

スからは 3 名が大学院に進学している。これらのコース

に入れば、確実に合格できるように大学院への上位合格

を目標とした。これまで大学院受験対策コースからは、

13 名の訓練生がチャレンジして 12 名が合格（合格率：

92%）している。不合格となった 1 名は、進学を悩んで

おり補講授業に出席していない状況であった。また学会

発表コースには、3 名の訓練生がチャレンジして、3 名と

も合格（合格率 100%）している。ここには、進学はしな

いが技能・技術に興味がある訓練生 2 名も参加していた。

就職 大学院進学 研究課程 

応用課程 職業大 
（編入 ） 

大学院 
受験対策 
コース 

学会発表 
コース 

専門課程 

応用課程 
応用課程 

専門課程 
専門課程 

過去問題対策 
勉強会 

数学・物理 
勉強会 

開発課題 

総合制作 

図 四国職業能力開発大学校における進路の全体像

■大学院受験コース 
①電子技術科→職業大電子工学科編入→広島大学大学院 
②電子技術科→職業大電子工学科編入→総合大研究課程 
③情報技術科→職業大情報工学科編入→就職 
④電子技術科→職業大電子工学科編入→総合大研究課程 
⑤情報技術科→職業大情報工学科編入→明治大学大学院 
⑥電子技術科→職業大電子工学科編入→総合大研究課程 
⑦住居環境科→職業大建築工学科編入 
⑧生産電子システム技術科→職業大研究課程 
⑨生産情報システム技術科→鳴門教育大学大学院 
⑩住居環境科（大卒者 ） →香川大学大学院 
⑪電子技術科（大卒者 ） →徳島大学大学院 
⑫情報技術科→職業大通信工学科編入→徳島大大学院 
■学会発表コース 
①生産情報システム技術科→香川大学大学院 
②生産情報システム技術科→北陸先端科学技術大学院大学 
③生産情報システム技術科→北陸先端科学技術大学院大学 

表１ 編入・進学者 名の進路の詳細
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この 2 名の訓練生は、共同研究先である（株）よんでん

MediaWorks へ就職した。

表 1 に平成 12 年から平成 22 年までの編入・進学者 15
名の進路の詳細を示す。大学院受験対策コースからは、

職業大への編入（8 名）、職業大研究課程（1 名）、香川大

学大学院工学研究科（1 名）、徳島大学大学院工学研究科

（1 名）、鳴門教育大学大学院（1 名）である。また論文

発表コースからは、香川大学大学院工学研究科（1 名）、

北陸先端科学技術大学院大学（2 名）である。また職業大

に編入した 8 人中 6 名は、その後、大学院へ進学してい

る。

3.2. 大学院受験対策コースの概要

先に述べたように大学院受験対策コースは職業大長期

課程への編入学を希望する訓練生の補習授業がベースと

なっている。職業大の編入学試験は数学（微積分、微分

方程式、線形代数）と物理（力学、電磁気学、原子物理）

又は化学、そして英語の三科目受験となっており、専門

課程一年生の夏休みあたりから数学と物理の補習授業を

行っていた。この時間は概ね週一回二時間程度である。

また、多くの訓練生は、放課後、実習室で各自が過去問

題を解き、分からない問題を聞きに来ていた。当初の長

①大学院入試問題収集 
学部定員と大学院定員 難易度 

②受験資格の確認 
受験資格独自認定制度有 他大学校からの受験実績の有無 

③研究室訪問 

④勉強会 

研究内容を探す 指導教官を探す 

数学 専門科目 

個別の資格 
審査制度有 

個別審査 

過去受験 
実績有 

受験 

受験資格の 
審査 

出願資格 
認定 

実 
績 
無 実績有 

入試当日 入 試 ～  週間前 

資格審査の流れ 

図 大学院受験の流れ 

図 香川大学大学院入試問題の数学の模範解答例
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期課程編入学の補習授業は「吹きこぼれ対策」としての

意味合いが強く、国公立大学等の不合格者が大学校に不

本意ながら入校し、その後、将来を悲観している学生に

大学教養課程レベルの数学・物理を伝授することで自信

を取り戻してもらう効果が大きかった。その後、校長よ

り「大学院合格者の実績を作る」方針が示され、長期課

程編入対策から大学院受験対策へと変わっていった。

図 4 に大学院受験の流れを示す。一般的に大学院入試

問題はホームページで公開されており、ホームページで

非公開の場合も直接大学院へ問い合わせると過去問題を

提示してもらえることが多い。先ずは受験したい大学院

を決めて、入試問題の収集から始まる（①大学院入試問

題収集）。この収集作業を訓練生自らが行うことで大学院

の難易度を判断させ、自らの意思で志望校を決めること

になる。ここでは大学院定員が学部定員より多い大学院

重点大学の方が合格しやすい傾向があることにも注意が

必要である。志望校が決まれば次に受験資格も確認しな

ければならない（②受験資格の確認）。過去に能開大から

の受験者がいれば出願に関する資格審査を個別に受けれ

ば良いが、受験実績がない場合は大学校のパンフレット

やシラバス、他大学院への受験実績など示して受験資格

審査を受けさせてもらう交渉が必要になる。受験する大

学院が決まったら研究テーマと指導教官を事前によく下

調べをしたのち研究室を訪問する（③研究室訪問）。もち

ろん、大学院合格後に研究テーマを決めても良いが何を

やりたいのかはっきりさせておくと、指導教官とのつな

がりが出来るので面接時に訴求しやすい。勉強会では過

去問題を解いていく（④勉強会）。解いていく上で欠けて

いる知識を気付かせて自ら学ぶ必要があるからである。

いくつかの参考書も必要に応じて提示する。職業訓練の

対象者は様々な学習歴の持ち主なので、問題を解いてい

くうちに自分のレベルにあった大学院を受験するように

なる。

図 5 に著者が作成し勉強会で使用した香川大学大学院

工学研究科の入試問題の数学の模範解答例を示す。受験

対策では、過去問題を解くことで、出題傾向を理解し、

その対策をしていくことが重要である。このように解答

例は、途中式を書いて、順序だって丁寧に解説している。

論理思考が苦手な訓練生ほど、途中式を書かずに答えだ

けを書こうとする傾向がある。順序だって丁寧に書く癖

をつければ解けるようになり、「解ける快感」を感じ取れ

ようになる。このような「解ける快感」が感じられるよ

うな補講授業を目指した。四国能開大では、一クラス 20
名程度であるため、職業大への編入や大学院への進学を

希望する訓練生がいればクラスの雰囲気は締まったもの

になる。

3.3. 学会発表コースの概要

このコースは、学会での発表実績や開発実績を評価す

る大学院を受験するコースである。このコースでは、専

門課程の総合制作と応用課程の開発課題をリンクさせる

ことで長期間の課題を取り組ませる時間を確保し、その

間に関連学会での発表を行わせる。学会発表のような創

造的な活動には、豊かな感性を育て、早くから本物に触

れ、幅広い事象と人からのすり込み（imprinting）が必要

とされる（６）。このすり込みは、地元企業との共同研究に

より、新しいものづくりを通して経験できるようにした。

またこのコースは複数人での共同開発であり、指導教員

も開発に携わる徒弟制的訓練である。一般に、徒弟制に

より技能・技術を身につけることは、厳しく、痛ましい

経験を伴わなければならないと考えられている。しかし、

ものづくりに対しての高い目標設定や気のあう指導者や

仲間などがそろえば、技能・技術の上達は素晴らしく、

楽しい経験になる。

このコースは、大きくは 5 つの取り組みにより実践し

ていた。

①訓練生の勧誘

校全体へのアナウンスだけでなく、技能・技術が優れ

た訓練生に対して個別に勧誘した。訓練生を勧誘するに

あたり、整備された開発環境を用意して、新しい技術を

使って何ができるかを説明した。また、目指すゴール、

どの段階でどのような形で学会発表するかを具体的に説

明した。

②地元企業との共同研究

共同研究先は、（株）四国電力の教育部門から独立した

（株）よんでん MediaWorks である。ここでは、e ラーニ

ング用のオーサーリングツールや学習管理システムを開

発して、その成果を学会で発表していた。ビジネスの現

場でどのような機能が求められているかを知り、これら

のソフトウェアに新しい機能を実装していった。

③技術系の雑誌や書籍を豊富に用意

論文誌により、学術的に実現できていない課題を確認

後、技術系の雑誌や書籍を参考にシステムを開発した。

本コースの 8 割程度が開発であり、ものづくり的要素が

強く技術系の雑誌や書籍を使ったものとなる。

④高度な技能・技術を使った開発

オーサーリングツールで約 2 万行、学習管理システム

で約１万行のコードを書いている。また単にコードを書

くだけでなく、パフォーマンスを考慮したプログラミン

グも必要である。

図 6 にパフォーマンスを考慮した SQL 文を示す。学習

管理システムは複雑なデータベースシステムとなるため

SQL の記述が必要となる。データを取得する命令は、上

記以外に何パターンも書けるがパフォーマンスを考慮す

ると上記のようになる。熟練した現場の Web プログラマ

ーであれば 30 分程度で書けるが優秀な訓練生であって

も１週間ほど試行錯誤が必要となる。

⑤定例会やコードのピアレビュー会の実施

二～三ヶ月に一度、共同研究先と実装する機能を決め

る定例会を開いた。また週に一度、開発メンバーが集ま
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りコードのピアレビューを行った。開発規模が大きいた

め機能毎にプログラムを割り振って実施することになる。

そのため、このような資料は、開発メンバー間の情報共

有だけでなく訓練生の引き継ぎ資料としても利用できる。

図 7 に工学系論文誌のカテゴリと訓練生の実績を示す
（8）（9）（10）。工学系論文誌は、学会により多少の相違があ

るものの一般論文、システム開発論文、サーベイ論文の

３つのカテゴリに分類できる（電子情報通信学会 DⅠ分

冊の分類）。一般論文は、基本的な理論を扱ったものとな

る。システム開発論文は、ソフトウェア・ハードウェア

を問わず、企業において開発され、商品化されたシステ

ム、及び大学・官公庁研究機関において研究開発された

システムに関する成果をまとめたものとなる。サーベイ

論文はある研究分野の動向を著者の観点で整理・評価し

たものである。一般論文は、新規性と信頼性に重きが置

かれるが、システム開発論文は、有用性と信頼性に重き

が置かれる。本コースは、既存の技術を組み合わせて、

新しいものをつくり、性能や有用性を評価する取り組み

であるためカテゴリはシステム開発論文となる。

4. 「アカデミックな世界」から見た「職
業訓練の世界」

修士課程では、指導教官と学生は密接な関係であるた

め学生の特性や能力を正確に評価できる。本章では、修

士課程の指導教官と元訓練生のヒアリングから「アカデ

ミックな世界」から見た「職業訓練の世界」を紹介する。

4.1. 修士課程指導教官へのヒアリング

高い目標を持って進学した訓練生を修士課程指導教官

はどのように評価しているのだろうか？北陸先端科学技

術大学院大学と香川大学大学院工科研究科に進学した二

人の元訓練生を指導した指導教官へのヒアリングを行っ

たので紹介する。

北陸先端科学技術大学院大学は、主テーマ（修士論文・

博士論文）以外に副テーマの研究が義務づける総じて厳

しい教育を行う大学である。このような手厚い教育を実

現するために、助教以上の教員一人あたりの学生数は国

立大学では最も少ない。21 世紀 COE プログラムが 2 件

採択されるなど、日本でトップレベルの研究者が集まっ

ている。元訓練生を指導した情報科学研究科 情報科学専

攻の T 准教授によれば、『何よりも必要な能力は英語力

であるという。これは論文の投稿やサーベイには英語力

が必修だからである。また、研究対象がリアルタイム組

込みシステムを実際につくり検証するため、数学力より

もプログラミング能力が必要』とのことであった。指導

教官の評価として、特に能力に問題はなく、よく頑張っ

てくれているとの評価をいただけた。元訓練生に確認し

たところ、数学力・英語力の弱みを、プログラミング能

力や努力でカバーしているとのことであった。

香川大学大学院工科研究科は、地元の国立大学という

ことで自宅から通えて、地元の就職にも有利である。元

訓練生を指導した信頼性情報システム工学科 情報ネッ

トワーク工学専攻の K 准教授によれば、英語力とプログ

ラミング能力が必要とのことであった。研究では、実際

select t3.coid, t3.leid, t3.mid, t3.uid, mg.count, mg.sdate, mg.edate, 

mg.stime, mg.nscore, mg.lscore, mg.status from ( select mu.clid, 

t2.coid, t2.leid, t2.mid, mu.uid from ( select t1.coid, t1.leid, mm.mid 

from (select mc.coid, ml.leid from mcource mc left outer join mlesson 

ml on (mc.coid = ml.coid) ) t1 left outer join mmaterial mm on ( t1.leid 

= mm.leid ) ) t2 CROSS JOIN muser mu ) t3 left outer join mgrade mg 

on ( t3.coid = mg.coid and t3.leid = mg.leid and t3.mid = mg.mid and 

t3.uid = mg.uid) where t3.clid = '30000'order by 

t3.coid,t3.leid,t3.mid,t3.uid 

図 パフォーマンスを考慮した 文

 

一般論文 

調査論文 

工学系論文誌のカテゴリ 

訓練 生  
組込 み   技術者養成のため の   組み立て実習システム 
教育システム情報学会 誌  
訓練 生  
一斉講義式の座学の双方向性を目指した携帯型授業設計支援システム 
情報処理学会論文 誌  システム 

開発論文 
訓練生の実績 

図 工学系論文誌のカテゴリと訓練生の実績
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りコードのピアレビューを行った。開発規模が大きいた

め機能毎にプログラムを割り振って実施することになる。

そのため、このような資料は、開発メンバー間の情報共

有だけでなく訓練生の引き継ぎ資料としても利用できる。

図 7 に工学系論文誌のカテゴリと訓練生の実績を示す
（8）（9）（10）。工学系論文誌は、学会により多少の相違があ

るものの一般論文、システム開発論文、サーベイ論文の

３つのカテゴリに分類できる（電子情報通信学会 DⅠ分

冊の分類）。一般論文は、基本的な理論を扱ったものとな

る。システム開発論文は、ソフトウェア・ハードウェア

を問わず、企業において開発され、商品化されたシステ

ム、及び大学・官公庁研究機関において研究開発された

システムに関する成果をまとめたものとなる。サーベイ

論文はある研究分野の動向を著者の観点で整理・評価し

たものである。一般論文は、新規性と信頼性に重きが置

かれるが、システム開発論文は、有用性と信頼性に重き

が置かれる。本コースは、既存の技術を組み合わせて、

新しいものをつくり、性能や有用性を評価する取り組み

であるためカテゴリはシステム開発論文となる。

4. 「アカデミックな世界」から見た「職
業訓練の世界」

修士課程では、指導教官と学生は密接な関係であるた

め学生の特性や能力を正確に評価できる。本章では、修

士課程の指導教官と元訓練生のヒアリングから「アカデ

ミックな世界」から見た「職業訓練の世界」を紹介する。

4.1. 修士課程指導教官へのヒアリング

高い目標を持って進学した訓練生を修士課程指導教官

はどのように評価しているのだろうか？北陸先端科学技

術大学院大学と香川大学大学院工科研究科に進学した二

人の元訓練生を指導した指導教官へのヒアリングを行っ

たので紹介する。

北陸先端科学技術大学院大学は、主テーマ（修士論文・

博士論文）以外に副テーマの研究が義務づける総じて厳

しい教育を行う大学である。このような手厚い教育を実

現するために、助教以上の教員一人あたりの学生数は国

立大学では最も少ない。21 世紀 COE プログラムが 2 件

採択されるなど、日本でトップレベルの研究者が集まっ

ている。元訓練生を指導した情報科学研究科 情報科学専

攻の T 准教授によれば、『何よりも必要な能力は英語力

であるという。これは論文の投稿やサーベイには英語力

が必修だからである。また、研究対象がリアルタイム組

込みシステムを実際につくり検証するため、数学力より

もプログラミング能力が必要』とのことであった。指導

教官の評価として、特に能力に問題はなく、よく頑張っ

てくれているとの評価をいただけた。元訓練生に確認し

たところ、数学力・英語力の弱みを、プログラミング能

力や努力でカバーしているとのことであった。

香川大学大学院工科研究科は、地元の国立大学という

ことで自宅から通えて、地元の就職にも有利である。元

訓練生を指導した信頼性情報システム工学科 情報ネッ

トワーク工学専攻の K 准教授によれば、英語力とプログ

ラミング能力が必要とのことであった。研究では、実際

select t3.coid, t3.leid, t3.mid, t3.uid, mg.count, mg.sdate, mg.edate, 

mg.stime, mg.nscore, mg.lscore, mg.status from ( select mu.clid, 

t2.coid, t2.leid, t2.mid, mu.uid from ( select t1.coid, t1.leid, mm.mid 

from (select mc.coid, ml.leid from mcource mc left outer join mlesson 

ml on (mc.coid = ml.coid) ) t1 left outer join mmaterial mm on ( t1.leid 

= mm.leid ) ) t2 CROSS JOIN muser mu ) t3 left outer join mgrade mg 

on ( t3.coid = mg.coid and t3.leid = mg.leid and t3.mid = mg.mid and 

t3.uid = mg.uid) where t3.clid = '30000'order by 

t3.coid,t3.leid,t3.mid,t3.uid 

図 パフォーマンスを考慮した 文
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図 工学系論文誌のカテゴリと訓練生の実績

 

 

に検証用の試作をつくらなければならないので、プログ

ラミングができないと検証できない。この点は、T 准教

授と K 准教授では共通している。また基礎学力、科学知

識力、技能・技術力のいずれも、香川大学から進学して

きた学生と元訓練生を比べて遜色はないという。元訓練

生へのヒアリングでも、香川大学から進学してきた学生

と比べて何も違和感はないとのことであった。ヒアリン

グをした時は、ちょうど週一度の報告会があったため参

加させていただいた。筆者から見ても大学院生としてふ

さわしい報告がなされていた。

4.2. 元訓練生へのインタビュー

次に図 8 に元訓練生への大学院入学前インタビューを

紹介する。今後の抱負が書かれており、充実した訓練生

活ができていたことが分かる。

また図 9 に大学院一年生の元訓練生へのインタビュー

を紹介する。

指導教官へのヒアリングと元訓練生へのインタビュー

を通して、「職業訓訓練の世界」と「アカデミックな世界」

の接続が上手く機能していることが分かる。元訓練生に

会って感じたことは、日々充実した研究生活を送ってい

ること、そして十分にやっていけるだけの能力を有して

いることである。高い目標を設定すれば訓練生だけでな

く、指導員も活性化してくるものである。現に、四国能

開大の 4 名の指導員が博士の学位取得を目指すようにな

り、現在 2 名の指導員が学位を取得している。

図 元訓練生への大学院入学前インタビュー（四国職業能力開発大学校 能開大ナビ より）

 

図 大学院 年生の元訓練生へのインタビュー（四国職業能力開発大学校学校案内より） 
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5. おわりに

職業能力開発短期大学校から職業能力開発大学校への

昇格は、より高度な技能・技術の力を訓練生に伝授する

機会を与え、「職業訓練の世界」と「アカデミックな世界」

の接続を可能にした。その中で行われた「職業訓練の世

界」と「アカデミックな世界」の接続は、学力偏差値が

教育機関の格付けや人間の偏見として歪んで使われてし

まっていることへの一つの解決策であった。大学院へ進

学した元訓練生は、技能・技術の力を強みに充実した研

究生活を送っている。

四国能開大では大学院への進学を選択した訓練生に対

して二つのコースを実施した。大学院受験コースは、国

公立大学等の不合格者が大学校に不本意ながら入校した

訓練生が「アカデミックな世界」へ再チャレンジする場

であった。一方、学会発表コースは、技能・技術の力を

使って「アカデミックな世界」へ初チャレンジする場で

あった。このような一人ひとりの目標や能力に応じた訓

練により、訓練生は自分についてよりよい感じを持ち、

有能だと感じるようになる。

「職業訓練の世界」と「アカデミックな世界」の接続

から見えてきた職業大の役割として、全国の職業能力開

発大学校・短期大学校からの訓練生を「アカデミックな

世界」へ接続する中継地点としての機能がある。四国能

開大から職業大へ編入した 8 名中 6 名の訓練生は大学院

や職業大研究課程へ進学している。四国能開大の上位一

割は技能・技術のセンスを持った訓練生である。

全国の職業能力開発大学校・短期大学校からこのよう

な訓練生を職業大に集める仕組みが整備されれば、職業

大の存在意義が増すばかりではなく、全国の職業能力開

発大学校・短期大学校の存在意義も増すだろう。

元来、国家の教育制度が単一なほど危険なものはない。

教育の成果は長い年月を経ないと出てこないし、教育制

度が失敗した場合に国益の損失は計りしえない。現在の

社会問題は過去の教育制度の結果であり、今も教育制度

は様々な問題を抱えて歪を生じている。学力偏差値によ

る単一の教育制度に依存するのではなく、いくつかの複

線型の教育訓練制度を持つことは国家の安全保障上重要

である。

今後、単位互換制度や大学院進学等で二つの世界の交

流が活発になれば、技能・技術のセンスがある職業訓練

の修了生達が社会的に確固たる評価を受けるであろう。

そして修了生の評価が高まれば職業訓練制度の社会的評

価も高まる。雇用のセーフティネットも大切だが、国家

のセーフティネットとしての「職業訓練制度」も大切で

ある。
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5. おわりに
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今後、単位互換制度や大学院進学等で二つの世界の交

流が活発になれば、技能・技術のセンスがある職業訓練

の修了生達が社会的に確固たる評価を受けるであろう。

そして修了生の評価が高まれば職業訓練制度の社会的評

価も高まる。雇用のセーフティネットも大切だが、国家

のセーフティネットとしての「職業訓練制度」も大切で

ある。
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